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（MIN）は国産の BP製剤で 4 週間に 1回の投与法で使用できる薬剤で、他の BP 製剤と比較
し、強力なファルネシルピロリン酸合成酵素阻害作用を有し、骨親和性が低いことから骨質の悪
化につながる骨代謝回転の過剰な抑制をかけにくい薬剤特性を有しており、これまでの週 1 回の
BP 製剤と比較し有用性が期待されているもののその検証はなされていない。我々は GIOP にお




たは治療のため週 1 回内服の BP製剤（ALNまたは RIS）を内服中の患者を対象とし、MIN へ




を比較検討した。145 名の患者（MIN変更群 74 例、週 1回 BP継続群 71 例）が参加し、135
例が試験を完遂した。週 1 回 BP製剤の服薬歴は約 3 年で両群に有意差はなかった。MIN変更
群は週 1 回 BP継続群と比較し、割付け後 24週、52 週時の患者の満足度は有意に良好で、腰椎
骨密度は MIN変更群のみにおいて 24週、52 週時ともにベースラインより有意に上昇し、52 週
時には週 1 回 BP群と比較し有意に腰椎骨密度が増加した。また破骨細胞活性化因子である骨型
酒石酸抵抗性酸ホスファターゼ 5bの変化率は、MIN変更群のみにおいて 24週時にベースライ
ンより有意に低下し、その後上昇に転じたものの、24週、52 週時ともに週 1 回 BP群と比較し
有意に低下していた。試験期間を通じて BP製剤の服薬順守率、ステロイド投与量、消化器症
状、骨折において両群間に有意差を認めなかった。以上より週 1 回 BP製剤から 4 週に 1 回の
MIN への変更は、週 1回 BP 製剤の継続よりも有用であると結論した。 
【審議の内容】主査の村上教授より、①本研究の COI、②GIOP のガイドラインで推奨される







を深く習得しているものと判断された。本研究は、GIOP において週 1 回内服の BP製剤から 4
週に 1 回内服の MIN への変更は治療選択肢の一つとなりうることを示した価値ある研究と考え
られた。よって、本論文の著者には博士（医学）の学位を授与するに値すると判断した。 
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